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スポーツの秋到来、
　　　あなたもスポーツしませんか

～柏レイソルサッカースクール開催～

　「柏レイソルサッカースクール」のコーチ陣を招いたサッ

カー教室が9月27日仕）・28日（日）の両日、，コスモスまつりでに

ぎわう「当問高原リゾート・多目的広場」で開催されました。

これは、市サッカー協会（高橋政隆会長）が地域のサッカー

技術の向上を図る目的で毎年行っているものです。当日は市

内を中心に、郡内、長岡などからの小・中学生延べ430人が参

加し、ドリブル・ヘディングなどの基礎技術を習得しました。



今
年
は
、
十
日
町
公
民
館
設
置
50
周
年

地
域
文
化
の
収
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
も
文
化
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
各
公
民
館
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
出
し
た
文
化
祭
が
企
画
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
本
館
（
十
日
町
公
民
館
）
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■
日
時
　
11
月
2
日
㈲

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
9
時

　
　
　
　
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
十
日
町
市
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー

　
（
軽
食
、
物
品
販
売
）
、
餅
つ
き
、

金
魚
す
く
い
、
青
級
ひ
ろ
ば
、
コ

　
ー
ラ
ス
、
ア
イ
ア
ン
モ
ン
キ
ー
ズ

　
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
※
5
0
周
年

を
記
念
し
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で

郷
土
芸
能
大
会
を
行
い
ま
す
。

【
下
条
地
区
公
民
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
6
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
場
所
　
下
条
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー

　
（
不
用
品
・
や
き
も
の
・
手
芸
作

品
ほ
か
の
即
売
）
、
下
条
の
記
録
・

鯉
鐵
．
・

　
十
日
町
の
記
録
ビ
デ
オ
上
映
、
上

　
新
田
・
貝
ノ
川
遺
跡
出
土
品
展
示

　
ほ
か

【
東
下
組
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
東
下
組
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示
（
学
童
作
品
含

　
む
）
、
児
童
学
芸
発
表
会
、
地
区
民

　
芸
能
発
表
会
、
さ
わ
ら
び
セ
ー
ル

【
上
新
田
分
館
】

■
日
時
　
n
月
9
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
上
新
田
公
民
館

■
内
容
　
各
種
展
示
（
児
童
作
品
含

　
む
）
、
農
産
物
の
展
示
即
売
、
バ
ザ
ー

　
　
隻

　
㌧

【
下
組
分
館
】

■
日
時
　
n
月
9
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
水
口
集
落
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
各
種
展
示
（
学
童
作
品
含

む
）
、
趣
味
・
園
芸
コ
ー
ナ
ー
、
不

用
品
・
食
品
バ
ザ
ー
、
子
供
落
書

き
コ
ー
ナ
ー
、
餅
つ
き
ほ
か

【
中
条
地
区
公
民
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
1
8
日
㈲
は
前
夜
祭
で
花
火
大

会
、
縄
文
太
鼓
、
大
の
坂
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
実
施
（
午
後
7
時
～
）

■
場
所
　
中
条
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
展
示
、
芸
能
発
表
、

バ
ザ
ー
ほ
か

【
新
座
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
6
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
ン
タ
ー

■
内
容
　
各
種
展
示
、
バ
ザ
ー
ほ
か

、

2



　　　　　　纏

　　隅
融

灘難灘

【
大
井
田
分
館
】

■
日
時
1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
セ
ン
タ
ー

■
内
容
各
種
展
示
、
芸
能
祭
、
バ

ザ
ー
ほ
か

【
飛
渡
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
2
日
㈲
午
前
9
時
～

　
　
　
午
後
2
時
3
0
分

■
場
所
飛
渡
第
一
小
学
校

■
内
容
各
種
展
示
（
学
童
作
品
含

　
む
）
、
各
種
発
表
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

　
ー
バ
ー
ゲ
ン
、
餅
つ
き
ほ
か

【
東
部
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
場
所
　
飛
渡
第
二
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示
（
学
童
作
品
含

む
）
、
親
子
お
楽
し
み
会
ほ
か

戴

　　　　　　　　　　綴鍵
　　　　　灘鑛覇藤一

【
吉
田
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
吉
田
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示

【
鐙
島
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
2
日
㈹

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
鐙
島
小
学
校

ロ
内
容
　
各
種
展
示

【
真
田
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
6
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

ロ
場
所
　
真
田
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示

【
名
ケ
山
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
9
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
名
ケ
山
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示
、
児
童
・
地
域

住
民
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

■
日
時
　
1
0
月
2
6
日
㈲
午
前
9
時
～

　
　
　
午
後
3
時
3
0
分

■
場
所
　
六
箇
地
区
公
民
館
（
羽
根

川
荘
）
及
び
六
箇
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示
（
児
童
作
品
含

む
）
、
芸
能
発
表
会
、
廃
油
せ
っ
け

ん
販
売
、
バ
ザ
ー
、
餅
つ
き
低
か

■
日
時
　
1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
場
所
　
川
治
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
展
示
、
芸
能
発
表
会
、

文
化
講
演
会
、
バ
ザ
ー
、
不
用
品

販
売
会
、
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

【
水
沢
地
区
公
民
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
6
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
3
時
3
0
分

■
場
所
　
水
沢
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
展
示
、
バ
ザ
ー
、
石

場
か
ち
実
演
、
中
学
生
の
俳
句
作

品
、
地
区
民
芸
能
発
表
ほ
か

【
馬
場
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
6
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
1
1
時
3
0
分

■
場
所
　
馬
場
小
学
校

■
内
容
　
各
種
展
示
、
小
学
生
の
歌

　
の
つ
ど
い

【
野
中
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

■
場
所
　
野
中
小
学
校

■
内
容
劇
・
音
楽
発
表
会

式典・祝賀会
〈　■日　時　11月29日㈲午前10時～11時30分
式　■場　所　市民会館ホール

典■参加費無料
〉　■内　容　感謝状の贈呈、スライド上映（公民館

　　　50年の歩み）、記念コンサートほか

く　■日　時　11月29日㈲正午～2時

爆■場所ラポート十日町
　
　
　
円
輔
念

　
　
　
0
館

累
濃
年

時
所
費
み

　
　
　
加
込

日
場
参
申

■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

〈
祝
賀
会
〉
▼　■申込み　公民館本館（智57－5011）へ。

　　　　50周年記念「俳句大会」

■日　時　11月9日（日）午後0時30分～

■場　所　公民館本館

■対　象　公民館本館、各地区館・分館の教室講座生

　　　　　または公民館利用者登録団体の会員

■会　費　3，000円（交流会費含む）

■申込み　10月31日樹までに会費を添えて各地区公民

　　　　館へ。

　　　「わたしと公民館」原稿募集

■テーマ　公民館との出会い、公民館活動で得たもの、

　　　　公民館活動の思い出や感想、公民館への期

　　　　待など、ちょっとした話題。

■応募規定　①文字数に制限はありません。短文で結

　　　　構です。②原稿に住所、氏名、年齢を明記

　　　　　してください。

■応募先　11月15日㈲までに公民館本館または各地区

　　　　公民館へ。※応募作品は後日冊子にします。
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国
土
利
用
計
画
法
の

　
　
　
　
　
　
　
ね
ら
い

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
国
土
の
総

合
的
で
計
画
的
な
利
用
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
価
の
安
定
を
図

り
、
土
地
の
乱
開
発
の
未
然
防
止
や

遊
休
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
法
律
は
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発

な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土
地
取

引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま

〈
届
出
の
面
積
区
分
〉

右認以銚
都衛詳颪

匿　　載
屡
分

水下吉
沢条田
地地地
区区区

六川中十
箇治条日
地地地町
区区区地
　　　区

地
匿
名

10，000m2

　以上

5，000m2

　以上
颪
籟

す
。
左
表
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地

の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も

合
計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
に
な
る

一
団
の
土
地
取
引
に
つ
い
て
も
、
届

出
が
必
要
で
す
。

〈
一
団
の
土
地
取
引
〉

瑠猛売る人（拷L懸
、鰯曝職《魑三識

（土地）　買う人

lili》ん
売る人
甲さん
乙さん
丙さん
丁さん

届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ

れ
ば
売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予

定
価
格
や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知

事
あ
て
の
届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ

6
週
間
前
ま
で
に
市
役
所
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
、
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
し
、

不
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の

中
止
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に

は
、
届
出
日
か
ら
6
週
間
以
内
に
勧

告
を
し
な
い
旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

こ
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
、
契
約
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取

引
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

○
売
　
買

o
交
　
換

o
営
業
譲
渡

o
譲
渡
担
保

○
代
物
弁
済

○
共
有
持
分
の
譲
渡

○
地
上
権
・
貸
借
権
の
設
定
、
譲
渡

o
予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡

里
創
プ
ラ
ン
と
は

　
　
り
そ
ン
つ

　
「
里
創
プ
ラ
ン
」
の
正
式
名
称
は

「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里

創
プ
ラ
ン
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
プ

ラ
ン
の
誕
生
は
「
よ
い
（
理
想
の
）

里
創
り
」
を
目
指
し
た
い
と
い
う
平

山
県
知
事
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
十
日
町
地
域
広
域
圏
は
、
平
成

6
年
に
「
里
創
プ
ラ
ン
」
の
第
1
号

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
が
著

し
く
地
域
活
性
化
の
た
め
の
対
策
が

急
務
だ
っ
た
こ
と
と
、
9
年
3
月
の

北
越
北
線
の
開
通
を
契
機
に
、
交
流

人
口
の
増
加
と
地
域
活
性
化
を
図
り

た
い
と
い
う
圏
域
共
通
の
課
題
が
あ

っ
た
た
め
で
す
。

　
里
創
プ
ラ
ン
は
、
今
ま
で
の
よ
う

に
国
・
県
の
補
助
を
活
用
し
て
行
政

が
何
か
を
造
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち

で
考
え
、
自
分
た
ち
で
造
っ
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
持
つ
多
彩

な
資
源
や
ア
イ
デ
ィ
ア
に
県
の
持
つ

知
恵
と
事
業
を
組
み
合
わ
せ
、
地
域

と
県
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
個
々
の
市
町
村
の
個
別

事
業
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
広

域
圏
全
体
の
振
興
を
考
え
て
い
こ
う

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
整
備
構
想
」
と
は

　
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
」
は
、
里
創
プ
ラ
ン
の
具
体

的
な
事
業
構
想
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
こ
の
構
想
の
背
景
に
は
、
地
場

産
業
の
低
迷
、
過
疎
化
や
高
齢
化
、

文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
崩

壊
な
ど
、
中
山
問
地
・
妻
有
郷
が
抱

え
る
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
全

国
の
中
山
問
地
で
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
芳
し
い
結
果
を

収
め
た
例
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
・

　
こ
の
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

全
国
の
取
り
組
み
の
持
つ
長
所
・
短

所
を
十
分
に
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
独
自
の
振
興
策
を
た
て
る
よ
う

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
地

域
の
人
た
ち
で
こ
の
構
想
を
鍛
え
上

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

地
域
に
新
た
な
活
力
を
呼
び
起
こ
す

よ
う
な
妻
有
郷
独
自
の
事
業
展
開
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
全
国
の
中

山
間
地
域
の
問
題
解
決
に
も
新
し
い

展
望
を
示
す
よ
う
に
。
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〔体育功労者賞）

田
川
正
幸
さ
ん

　
　
（
田
中
町
西
・
5
0
歳
）

剣友会
剣友会の中心的立場で、市及び

郡内の剣道普及と振興に大きな貢

献をされました。

　　　　　　　　吉
同
橋
正
治
さ
ん

　
（
春
日
町
2
・
5
0
歳
）

柔道会
柔道会の中心的立場で、市の柔

道普及と振興に大きな貢献をされ

ました。

〔優秀指導者賞）

関ロ芳平さん（西本町3・33歳）

クロスカントリースキーと陸上

競技で中学生の指導に尽力され、

優秀な成績をあげられました。

〔最優秀競技者賞〕 謹鶴灘騒一＿、藝、、
綴　　　難

　　　．…武罹　　　　臨艶
稲轍

騒
鯉

・　　　鍵“
　　翻醐難鑛艦裟
　『撫灘鑛　’

轡　　　牌
　”μ餅”’一　　　　　，

疑　　　名 無齢 種　　　　　目

張蕎ス諜一部男驚搬鰯募一鐵 クロカンスキー

鱗贈灘繍灘瀬　．．
　　簿覇灘難慧…

　　　　駕褻縫繋護羅、野墨幸寿 王5 クロカンスキー

墨田瑠架 鱗 陸上長距離
田綴　　茂 2玉 陸上走り幅跳び

嚢i翻膿度覇一．

春臼　　寿 欝 クロカンスキー

岡黍幸子 玉9 クロカンスキー

佐藤昭則 2琶 クロカンスキー

斎添裕憲 麹 クロカンスキー

後藤繍昭 盤9 アルペンスキー

鑓鞭1醗灘魏
第26回十日町市体育協会体育祭が10月10

日（体育の日）、クロスmで開催されました。

その席上、体育功労者賞をはじめ、101人（12

団体含む）の皆さんが表彰（平成8年10月

～9年9月末該当）されました。

〔優秀競技者大賞）

樹幽欝護藩 駒　　ソフトテニス

（優秀競技者賞）

講翻簿タ騒謬 都市対抗野球
．藩國購欝校墾霧部女子 空　　手　　道

講臼聴講糞藩駅伝雛麹践 陸　上　駅　伝
藩臼購鎌蒙子タ羅カン謙一鐵 陸上クロカン

拳圏購粥灘一滋 青年大会軟式野球
羅身学美働・犬島恭子鋤組 ソフトテニス

誰臼購緩i一撚 青年大会相撲 庭野美雪 14 陸上走り幅跳び

諾臼町嵩校墾羅部女子 空　　手　　道 入照　　縮 玉3 空　　手　　道

井畿直哉 鱗 空　　手　　道
粒幽鶴i崇藩 垂6 陸上ハードル

佐藤香塁 擬 陸上中距離
関谷隆太郎 鎗 少年空手道

猿藤糞懇 蜷 陸上短足離・ハードル 驚蚕正典 認 アルペンスキー

幽園　　昇 塗5 陸上三種競技 羽鳥龍趨 玉9 陸　上　駅　伝

撫函舶寿磯 翻 陸上走り高跳び 塗沢党彦 麹 陸　上　駅　伝

蜂懸幡強 鞠 陸上三段跳び
徳永　　健 墨8 陸　上　駅　伝

畿麟理総 欝 青年大会相撲 樋四糞罵 麹 陸上長距離・駅伝

渡遜雅朗 24 青年大会相撲 児蚕春美 総 アルペンスキー

隔部勝撚 幽 テ　　ニ　　ス
撫野塚陽蕃 錫 陸上女子駅伝

池囲尚子 総 陸上女子駅伝
〔奨励 者賞〕 縫野　　環 歪7 陸上女子駅伝

爾廓陸墨蔀鋸藩駅鞍灘一叢 陸　上　駅　伝 俵幽無賀子 丞3 クロカンスキー

鑛囎灘一部1懸饗麟灘繊 クロカンスキー 穂永郁葵 17 クロカンスキー

繋圏購鐵鎌一撫 スポ少空手道 聯澤　　瞳’ 鰺 空　　手　　道
総奮嵩絞窯渠一蔀男霧肇膨一緩一鐵 クロカンスキー 須藤一毅 憩 少　年　水　泳

　
　　
　

　
　
　

　
　
ま

　
　
　

第26回十日町市体育協会体育祭が10月10

日（体育の日）、クロスmで開催されました。

その席上、体育功労者賞をはじめ、101人（12

団体含む）の皆さんが表彰（平成8年10月

～9年9月末該当）されました。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
濃
度
の
測
定
結
果

　
～
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
ー
・
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
省
の
墓
準
値
を
大
幅
に
下
回
る
～

　
ご
み
焼
却
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
　
　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
メ
カ
ニ

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ツ
類
が
今
、
大
き
な
　
　
ズ
ム
は
い
ま
だ
未
解
決
の
部
分
が
残

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
主
に
プ
ラ
ス
チ

町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で
は
7
　
　
ッ
ク
や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
燃
焼
す
る

月
31
日
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設
（
エ
　
　
と
き
に
多
く
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
排
出
　
　
い
ま
す
。

さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
・
　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
え

分
析
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
に
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
分

　
そ
の
結
果
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
　
　
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
推
進
す
る

タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
　
　
と
と
も
に
、
施
設
の
適
切
な
管
理
運

ン
類
の
濃
度
は
、
1
・
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
　
　
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

（
ー
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
1
0
億
分
の
ー
グ
　
　
か
ら
も
廃
棄
物
処
理
の
安
全
対
策
に

ラ
ム
）
で
し
た
。
こ
の
濃
度
の
値
は
、
　
　
つ
い
て
万
全
を
期
し
ま
す
の
で
、
市

現
在
厚
生
省
が
緊
急
対
策
基
準
と
し
　
　
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

て
示
し
て
い
る
8
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
大
　
　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

き
く
下
回
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
　
　
■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
川
西
町

恒
久
対
策
基
準
と
し
て
示
し
て
い
る
　
　
　
衛
生
施
設
組
合
（
智
5

2
1
3
9
2

5
・
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
も
下
回
る
優
良
　
　
　
4
）
へ
。

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

第
3
回
県
郡
市
対
抗
女
子
ク
ロ
カ
ン
3
連
覇

動
公
園
で
行
わ
れ
た
県
郡
市
対
抗
女

が
2
位
の
新
潟
市
に
1
分
1
0
秒
の
大
　
　
　
．
，
襯
　
諏
．
遡
　
躍
　
．
黙

市長に優勝報告をするメンバー
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憎一
融

験 糞，

融

醸
叢

轟

繋

麟

　鵬

難舞

黙
灘襯

耀

叢讐
囲
　
　
鰍

　
購

職

締
　
国

膨
・

　　　　　　　　　響
　　　　　　　誘　　　　　諺　　　　弱　　覇観

撫

酬

難

慈

鑛
麟

灘
謙

懸

難

　　　　　　　　黙轍購　　　　　　　職　　　　　　　灘　　　　　　購　　　　　　　　　　ぱは　　　嚢　　　麩　　繍灘
灘
繋

懸
雛

撫職
会　　　　叢　　　ク　　ノ　　x　ンイ

　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　騒

　　　　　　　　‘載

　　　　　　難

　　　　繍

　　鞭響

　　　　　惹

バルーチャ美知子さん

（誌ぎ甚謬究家）

　
父
の
転
勤
で
多
感
な
中
学
時
代
を

十
日
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

に
は
友
達
も
た
く
さ
ん
い
て
、
第
二

の
故
郷
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
の
特
色
は
雪
が
降
り
、
冬

が
長
い
が
ゆ
え
に
、
春
か
ら
秋
に
生

　
　
　
　
　
お
う
か

活
や
自
然
を
謳
歌
し
よ
う
と
い
う
文

化
が
根
づ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
も
こ
う
し

た
知
恵
が
生
か
さ
れ
て
い
て
、
建
物

・
織

灘．

難

灘繍

あ
て
ま
自
然
学
校
工
コ
ト
ー
ブ
パ
ィ
キ

ン
グ
　
見
晴
ら
し
の
池
を
ス
タ
i
ト
し

た
参
加
者
は
、
散
策
道
を
歩
き
な
が
ら

植
物
や
、
昆
虫
、
き
の
こ
、
花
な
ど
当

間
に
生
き
づ
く
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
洗
練
さ
れ
て

い
ま
す
。
部
屋
の
造
り
も
カ
ー
テ
ン

も
直
線
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
セ

ン
ス
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
願
わ
く
ば
、
お
客
様
へ
の
心
配
り

と
し
て
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
も
っ
と

地
域
の
特
色
を
出
せ
ば
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
か
ら
も
っ
て

く
る
だ
け
で
な
く
内
に
あ
る
す
ば
ら

し
さ
を
見
つ
け
る
べ
き
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
外
部
か
ら
客
観
的
に
見
つ

め
る
と
い
う
視
角
も
大
切
で
す
。

　
私
は
現
在
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
と
い
う
お
酒
の
C
M
で
着

物
等
布
地
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
デ
ザ
イ
ン
等

を
通
じ
十
日
町
に
係
わ
り
を
持
ち
、

少
し
で
も
第
二
の
故
郷
に
貢
献
で
き

た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
れ
へ

難
・

謬
灘
灘響

　
　
㌧
難麗

灘灘

ア
フ
リ
カ
音
楽
ビ
タ
シ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

20

日
に
は
ザ
イ
ー
ル
の
現
地
語
で
「
新

し
い
感
覚
」
と
い
う
意
味
の
ア
フ
リ
カ

音
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
音
楽
に
ー
8
0
人
の
入

場
者
が
時
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
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　　献血功労者表彰
　9月20日出の健康づくりフェアにおいて、献血

功労者への表彰式典が行われました。式典では団

体の部2社と個人の部48名の皆さんが表彰を受け、

それぞれ感謝状と記念品が贈られました。

長年にわたり、貴重な献血にご協力をいただき

大変ありがとうございました。

讐篠

為型ト’

趣灘羅騰雛鯉難（纐
●団体の部【事業所として10年以上献血に協力を

いただき、かつ、100名以上の方から献血に参加

　していただいた事業所が表彰されました】

　株式会社ライオンドー様

　株式会社池田組様
●個人の部【9年3月末現在での献血回数（10回、

30回、50回、80回、100回、100回以上は50回毎）

に応じ表彰されました】

◆150回表彰：橋本栄光さん（新水）

◆100回表彰：島田和之さん（新座3）清水均さん

　（稲荷町西）

◆50回表彰：富澤茂さん（五軒新田）西野二郎さ

ん（北新田3）和田潔さん（中条旭町）

◆30回表彰：大嶋慈郎さん（太子堂）太田徹夫さ

ん（北鐙坂2）春日正昭さん（谷内丑1）曽根和

明さん（上原）曽根健一さん（新座4－2）俵山

慈郎さん（西本町3）津端定光さん（土市3）根

津富雄さん（上原）根津幸雄さん（妻有町西1）

宮澤正夫さん（伊達4）宮澤茂さん（伊達1）

村山隆さん（池ノ平）柳澤健彦さん（四日町1）

◆10回表彰：阿部禎治さん（春日町3）池田洋一

さん（春日町3）大津三男さん（三ツ山）開発

章二さん（上新田1）金子清博さん（大黒沢東）

上村昭二さん（上原新町）近藤幸江さん（上新

田2）斎木邦雄さん（孕石）鈴木諭さん（田中

町本通り）高橋喜義さん（島）高橋房義さん（稲

荷町3南）高橋政一さん（新座1）滝沢肇さん

　（中町）田村明美さん（岩野）遠田マユさん（川

治中町）庭野幸治さん（八幡田町）庭野真奈美

さん（川原町）庭野利久さん（田川町3）樋口

多恵子さん（川治内後）広田歩さん（新座4－

2）星名富夫さん（本町7－1）星名広さん（中条

島）水落正さん（漉野）宮入浩さん（妻有町東

1）宮澤ふみさん（小黒沢）村山正司さん（千

歳町1）山田真美子さん（新光寺）涌井幸江さ

ん（幸町）渡辺佳子さん（新座3）

　
　
　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
は
1
0
月
1
日
で
開
業

　
　
1
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
首
都
圏
を
中
心
に
県
内
外
か

　
　
ら
約
4
万
人
も
の
方
が
十
日
町
市
を
訪
れ
る
な
ど
、
交
流
人
ロ
増

　
　
加
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
交
流
拠
点
ベ
ル
ナ
テ
ィ

　
　
ォ
の
開
業
後
1
年
間
の
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昨
年
1
0
月
1
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
　
ど
、
交
流
人
口
に
新
た
な
動
き
が
起

こ
の
1
年
間
に
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
を
訪
　
　
こ
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
7
～
8

れ
た
人
は
約
2
1
万
5
千
人
、
宿
泊
し
　
　
月
は
夏
休
み
も
影
響
し
て
宿
泊
者
、

た
人
は
4
万
7
千
人
に
の
ぽ
り
ま
す
。
　
施
設
利
用
者
と
も
家
族
連
れ
で
に
ぎ

　
宿
泊
者
の
月
平
均
は
約
4
千
人
　
　
わ
い
ま
し
た
。

で
、
こ
こ
3
か
月
の
平
均
は
5
千
6
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
や
プ
ー
ル
な
ど
有

百
人
を
超
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
料
施
設
の
利
用
者
数
は
年
間
約
9
万

　
客
室
稼
動
率
は
4
9
・
2
％
、
5
月
　
　
5
千
人
、
月
平
均
約
8
千
人
と
い
う
－

以
降
は
5
0
％
を
超
え
安
定
し
た
伸
び
　
　
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

を
み
せ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
イ
ベ
ン
ト
等
来
場
者
数
を
み

宿
泊
者
の
内
訳
で
は
首
都
圏
か
ら
　
　
る
と
、
昨
年
1
0
～
n
月
と
6
～
7
月

の
会
員
利
用
者
が
9
5
％
を
占
め
る
な
　
　
に
来
場
者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

人
、

万
5

4

3

2

1

0

ベルナティオの年間利用状況

國イベント来場者
ロゴルフ等施設利用者
翻ホテル宿泊者

一客室稼動率

　　纈
簗

　　　　葦
剛
懸

灘．．

101112123456789月月月月月月月月月月月月

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
開
業
－
周
年

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
（
1
0
～
n
月
）
、
ア
イ
リ
ス
ま

つ
り
（
6
月
）
、
ジ
ャ
ム
ジ
ャ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
（
7
月
）
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
で
の
集
客
力
の
現
れ
で
す
。

　
今
後
も
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
、
市
内

の
交
流
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
％
0

　
　
0
　
　
　
　
∩
U
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O

　
　
－
　
　
　
　
只
V
　
　
　
6
　
　
　
　
4
　
　
　
　
2
　
　
　
　
∩
V

　
昨
秋
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
を
賜

り
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
あ
っ
と
い

う
間
に
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
は
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
常
に
「
ベ
ス

ト
H
C
C
」
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
心
か
ら

の
も
て
な
し
）
、
ク
リ
ー
ン
ネ
ス
（
清

潔
さ
）
、
ク
イ
ズ
ン
（
お
い
し
い
料
理
）

の
頭
文
字
で
す
。
中
で
も
「
も
て
な

し
の
心
」
を
最
重
視
し
て
い
ま
す
。

当
リ
ゾ
ー
ト
の
社
員
の
9
0
％
は
十
日

森田恒夫さん
（ベルナティオ総支配人）

町
の
出
身
者
で
す
。
地
元
の
人
は
都

会
に
は
な
い
温
か
な
人
間
性
を
も
っ

て
お
り
、
そ
の
温
か
さ
が
お
客
様
を

心
か
ら
も
て
な
す
す
ば
ら
し
い
セ
ン

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
1
年
間
に
4
万
7
千
人
が
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
に
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

内
2
千
人
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
の
総
合
判
定
は
、
前
半

で
は
81
％
の
方
が
、
後
半
に
は
8
6
％

の
方
が
大
変
満
足
さ
れ
た
と
い
う
結

果
で
し
た
。
こ
れ
も
地
元
の
従
業
員

の
も
て
な
し
の
心
が
高
く
評
価
さ
れ
、

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の
好
印
象
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
、

来
訪
者
の
美
し
い
故
郷
で
あ
り
続
け

る
と
同
時
に
、
十
日
町
市
の
交
流
人

口
増
加
に
む
け
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

7　　平成9年10月10日号
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磯
蟻・

側

　
　
　
イ
ぐ

弟
ダ
乎

鄭
治

／
ヤ愈

修

　
1
年
6
か
月
の
企
画
検
討
、
練
習
期
問
6
か
月
・
3
0
回
の

成
果
を
発
表
す
る
「
十
日
町
市
民
第
九
演
奏
会
」
が
9
月
2
8

日
㈲
、
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
初
の
試
み
は

芸
術
・
文
化
活
動
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
7
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ア
ー
ト
＆
S
o
u
n
d
事
業
」
の
音
楽

部
門
の
3
年
間
の
総
仕
上
げ
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
白
と
黒
の
衣
装
に
つ
つ
ま
れ
た
市
民
の
第
九
合
唱
団
「
フ

ロ
イ
デ
」
と
ソ
リ
ス
ト
ヘ
新
潟
交
響
楽
団
に
よ
る
、
♪
A
n

d
i
e
F
r
e
u
d
e
（
歓
喜
に
寄
す
）
♪
の
源
語
（
ド
イ

ツ
語
）
で
の
歌
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
単
な
る
演
奏
会

で
は
な
く
、
大
勢
の
人
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
音
楽
を

通
じ
て
人
の
心
を
結
び
つ
け
よ
う
と
の
願
い
が
花
開
い
た
瞬

間
で
す
。
会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
皆
さ
ん
か
ら
、
一
斉
に
ア

ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

第
九
合
唱
団
フ
ロ
イ
デ
柵
人

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
80
人

　
　
ソ
リ
ス
ト
4
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
温
か
い
拍
手
の
聴
衆
30
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

が
つ
く
り
あ
げ
た

♪

♪

8



懸

　　　霧　　灘　 。

　鱗欝籔

鞍諺
籔難

騨 蝦

鑛

　　蜥
　
　
　
灘

謙

　
　
燭
灘

欝
獺
興豫擢

・馨

　2月「雪まつり」、5月「きものまつり」、8月「おおま

つり」。そして四大まつりの最後を飾る第21回目の「生誕地

まつり」が10月4日（土）・5日（日）に開かれました。4日午後

5時30分から大池での前夜祭、湖面に浮かぶ灯篭流し、秋

の夜空を焦がす大スターマインの打ち上げ。5日午前10時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　
人

　
O

の
5
0

術
6
，

芸
ド

や
一

韮
鴇
昌

心
鷺
纏
．
，
欝
懸
懸
躍
，
．
．
蹴
粥
．

一
灘
議
、
難
　
、
、
鑑
　
灘
欝

羅
鐵
鞭
譲
泌
．
．
．
．
・
懇
，
．

㎜
籔
灘
繍
雛
　
。
黙
麟
整
．
騒
、
働
朧

灘鍵灘懸嚇
、
鎌
灘
麟
懸
叢
・
．

・
，
熱
懸
箋
、
雛
雛
醤
議
圏
．
翻

罵
畿
灘
．
、
纐
灘
灘

難灘．

灘
騰
舗
、
麟
．
心
∞
叢

蕪

懲
鑓
難
縫
　
灘
鯛

轍
難
嚢
、
馨
齪
灘

　
　
　
　
　
　
　

雛
難
鐵
、
’
濯
響
灘
猶
｝



絵本が好き、子供が好き。

新規会員募集中です。

「影絵のタベ」のあと
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3H　I内線213へ。

　　　　　　昨年は、私たち「どんぐり」のメンバーにとってうれし　　会員は15人。ほかに6人の特別会員がいます。一昨年男性

　　　　　いことが重なりました。　　　　　　　　　　　　　　　　会員も加わるなど、毎年会員が増えています。例会は、月

　　　　　　一つは、会結成10周年を迎えることができたことです。　　2回くらいのぺ一スで行い、会員のための会報紙として「ど

、細　　　　お世話になった方々やOB会員を招いて、ささやかな記念　　んぐり通信」も発行しています。
…＼

　』　　　パーティーを開きました。遠くからのなつかしい参加もあ　　　年間の活動は、定期的に開く「おはなしのへや」、「影絵

　　1　騰…鑛　　　り・心に残る会になりました・の夕べ」などです・ときには・郡市内の小学校から招かれ

　　一潔欝羅齢　　　10年のあゆみをまとめた記念て出張公演を　テったりすることもあります・
　　li義談露鐵・　　　　　　　　　誌「すてきな出会い」も発行　　　絵本は不思議な魅力に満ちています。おはなしを聞く子

　　　　　楽しいよ、おはなしのへや　　ループとして・市公民館を中　　一5011）へこ連絡ください・

　　　　　　　　　　　　　　　　　心に活動しています。現在の

●
灘
麗
亀
覆
盤
瀞
懸
雛
灘
輪
馨
懸
、
盤
量
懸
嚢
露
の

嫡辮曝麟瞳o脚

材料（1人分）
中華麺…1個、鶏肉…308
えび（冷凍）…1尾、冷花いか…3個
うずら卵（缶詰め）…2イ固
干椎茸…1枚、ピーマン…1個

暑鶴鷺講こ／適宜

｛
正油スープの素…1個弱

　砂糖…小さじ1、片栗粉…大さじ1
　水…1．5カッブ

⑫㊤
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
焼
き
そ
ば

磁
　
　
　
こ
の
春
￥
十
日
町
市
に
仕
事
の

　
　
関
係
で
来
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し

㊧
で
す
の
で
時
々
は
自
分
で
作
る
こ

轡

繭
　
　
と
も
あ
り
ま
す
。
簡
単
で
￥
し
か

　
　
も
一
皿
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
満
点
。

　
　
あ
り
ム
ロ
わ
せ
の
材
料
で
も
十
分
な

馨

翻
　
　
一
ロ
o
o
で
す
。

　
　
〈
作
り
方
〉

O
①
鶏
肉
は
一
。
に
￥
か
ま
ぼ
こ
は

難礁o㊤噺鹸講●懸

細
切
り
に
す
る
。
ピ
ー
マ
ン
￥

に
ん
じ
ん
、
長
ね
ぎ
￥
玉
ね
ぎ
￥

水
に
も
ど
し
た
干
椎
茸
と
き
く

ら
げ
は
干
切
り
に
す
る

騨の醐翻

②
中
華
麺
は
1
5
分
く
ら
い
蒸
し
￥

　
お
湯
で
洗
う
。

③
お
湯
1
・
5
カ
ッ
ブ
に
鶏
肉
￥

　
え
び
￥
い
か
を
入
れ
て
ゆ
で
￥

　
取
り
出
し
、
そ
の
湯
に
ス
ー
プ

　
の
素
を
入
れ
片
栗
粉
で
と
ろ
み

　
を
つ
け
て
．
あ
ん
を
作
る
。

④
野
菜
を
い
た
め
￥
麺
を
加
え
、

　
ゆ
で
た
鶏
肉
．
え
び
、
い
か
￥

　
う
ず
ら
卵
を
よ
く
混
ぜ
ム
ロ
わ
せ

　
て
か
ら
皿
に
盛
る
。

◎
あ
ん
を
か
け
．
紅
し
ょ
う
が
￥

輪馨⑬麟懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤
o

鱗窯蕪

漁
馨
魑
量
＜
◎
馨
嚢
艶

　
　
～

、

後藤彰司さん
（大黒沢東盈58－3824）

このコーナーでは、登場していただく人を

募集しています。問い合わせは企画人事

課広報広聴係智57－3111内線213へ。

絢餉◎懸閣嚢

懸
之
乏
◎
騒
◎

70



じょうずに

描けたお〃
⑰天使幼稚園

　　　　ひろし
井ノ川　央くん

　　（6歳）

　羅難麟漿簸傭瀦．
　メ1働『剖　き”』．黒・．．審　｛愚㌔・齪メ・一．．

擁繍藪　　　羅鐘

　9月27日、晴れたんだよね。お
父さんと一緒に綱ひきをしたんだ。

1勝1負だよ。みんなががんぱっ
たんだよ。

蕪罪

総

、
購
　
轟
穐
“

　
　
　
ψ

　
　
　
一
『

　
　
　
に

　
　
　
ド

　
　
　
　
レ

　
　
　
　
沁
袈
撃
，
　
．

　
　
　
　
鶏

　　　　　　　　雛
　　　　　　鱗
　　　灘

騨

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
の
紹
介
で
一
昨
年
の
1
2
月
に
知
り
合
い
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
9
0
歳
に
な
る
年
寄
り
が
い
た
の
で
、
こ
ん
な

本気の本音監
膨璽．毒、雲から⑳へ

蟹　　
　
料
理
も
う
ま
い
ん
で
す
よ
。
婚
約
時
の

鐸
謹
．
鍵
腸
聲
嚢
－
爾
難

笑
い
の
絶
え
な
い
家
庭
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

私
も
お
嫁
に
行
く
前
に
言
っ
て
お
き
ま
す
。
「
あ
ん
た

飲
み
す
ぎ
、
お
酒
は
控
え
目
に
。
浮
気
の
ー
・
2
度
は
い
い
よ
。

付
き
合
い
の
で
き
る
彼
女
を
望
ん
で
い
た
ん
で
す
。
商
売
柄
か
ら

で
し
ょ
う
か
誰
に
で
も
明
る
く
振
る
舞
え
る
、
満
点
の

彼
女
で
す
。
お
前
を
嫁
に
も
ら
う
前
に
、
言
っ
て
　
　
　
　
　
．
襲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
．
「
俺
の
弁
当
だ
け
は
　
ー
瀟
鑛

毎
日
作
れ
。
で
き
る
範
囲
で
か
ま
わ
な
い
か
ら
」
　
　
　
　
　
・
雛

　
　
　
　
彼
は
結
構
動
い
て
く
れ
る
ほ
う
。

　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係暦57．3Hl内線213へ。　　　　3　りしたの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

最
後
に
私
の
所
へ
戻
っ
て
く
れ
ば
許
し
ま
す
」
多
分
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
。

　
1
年
1
0
か
月
の
恋
愛
を
経
て
、
n
月
1
日
に
晴
れ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
阿
部
鮒
彰
さ
ん
（
上
町
●

　
3
5
歳
）
、
熊
木
ア
ヤ
子
さ
ん
（
大
石
・
2
8
歳
）
カ
ッ
プ
ル
で
す
。

璽

　
十
日
町
高
校
を
8
期
生
で
卒
業
の

後
、
2
8
歳
ま
で
の
5
年
間
を
陸
軍
山

砲
兵
第
十
九
連
隊
で
過
ご
し
ま
し
た
。

私
が
入
隊
し
た
の
は
大
東
亜
戦
争
に

突
入
す
る
少
し
前
で
す
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、
私
の
い
た
中
部
支
那
は
制

空
権
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
B
2
9
の

爆
撃
を
受
け
な
が
ら
夜
行
軍
を
し
た

経
験
を
も
っ
て
い
ま
す
。
重
慶
の
手

前
1
0
0
㎞
の
場
所
で
終
戦
を
迎

え
、
武
装
解
除
を
し
た
後
に
大
陸
か

ら
よ
う
や
く
日
本
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
戦
友
を
失
い
「
私
欲
を
捨
て

人
に
尽
く
す
」
こ
と
の
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　
復
員
後
は
十
日
町
、
長
岡
、
三
条

の
各
会
社
で
総
務
担
当
役
員
と
し
て

労
務
管
理
に
あ
た
り
、
不
景
気
な
時

代
に
は
企
業
倒
産
な
ど
に
も
直
面
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
高
度
経

済
成
長
期
を
迎
え
、
高
速
交
通
の
時

代
に
、
三
種
の
神
器
と
い
わ
れ
る
家

小川修治さん
（五軒新田）77歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3111内線213へ。

電
が
普
及
し
始
め
ま
し
た
。
私
も
三

条
を
拠
点
に
新
幹
線
の
部
品
や
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
な
ど
を
全
国
で
売
っ
た

も
の
で
す
。
昭
和
5
0
年
に
拠
点
を
十

日
町
に
移
し
、
織
物
の
販
売
を
手
が

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
を
回

り
、
よ
う
や
く
最
後
に
故
郷
十
日
町

の
き
も
の
の
良
さ
と
出
会
え
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
、
地
区
振
興
会
な
ど
で

活
躍
す
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
勤
め
て
い
た
時
も
引
退
し
て

か
ら
も
、
共
通
し
て
思
う
こ
と
は
「
人

に
助
け
ら
れ
て
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ

れ
た
と
い
う
感
謝
の
念
」
で
す
。
先

輩
や
同
僚
、
後
輩
と
、
す
ば
ら
し
い

人
問
関
係
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
会
長
や
各
首
長
な
ど
の
「
長
」

と
い
う
肩
書
き
も
、
本
来
は
組
織
の

上
に
立
つ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

会
員
や
所
属
員
の
奉
仕
者
で
あ
る
べ

き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
老
後
を
迎

え
た
今
、
先
輩
諸
氏
を
寝
た
き
り
に

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
一
生
懸
命
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

77　平成9年9月10日号
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灘

そばの里十日町を
全国のそば通に発信

証
テ

の
噺

　
そ
ば
ま
つ
り
を
前
に
、
恒
例
と
な
っ
た
第
5
回
田
麦

野
点
そ
ば
が
9
月
2
7
日
ω
・
2
8
日
㈲
の
両
日
、
田
麦
原

の
そ
ば
畑
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
7
日
は
市
内

を
中
心
に
約
5
0
人
が
、
ま
た
2
8
日
に
は
県
内
、
首
都
圏

や
静
岡
な
ど
も
含
め
約
8
0
人
が
可
憐
な
そ
ば
の
花
を
な

が
め
な
が
ら
、
野
点
そ
ば
や
け
ん
ち
ん
汁
、
地
酒
な
ど

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
「
そ
ば
の
里
　
十
日
町
」
を
全
国

に
伝
え
た
い
と
い
う
「
田
麦
そ
ば
」
の
店
主
・
福
崎
平

八
郎
さ
ん
の
企
画
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

福
崎
さ
ん
は
首
都
圏
、
関
西
圏
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
、

毎
年
数
回
の
そ
ば
打
ち
実
演
を
行
う
な
ど
、
十
日
町
そ

ば
の
P
R
も
行
っ
て
い
ま
す
。

騎
蜘
墾
羅
藏
警
篶
曜
戴

』
銀
”
巻
業
が
終
わ
り
、
刊
行
祝
賀
会
が
9
月
2
8
日
㈲
・
ク
ロ
ス

％
6
m
で
開
か
れ
ま
し
た
・
竹
内
道
雄
●
市
史
編
さ
ん
委
員

燃
舗
だ
暴
離
蕪
難
耀

謬
鰭
華
雛
舞
鮨
餐
齢
也

の
編
て
し
ま
す
」
と
あ
し
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
ゆ
そ
の
後
8

日
料
人
の
編
さ
ん
委
員
、
6
3
駄
の
調
査
員
、
執
筆
者
の
皆
さ

明
資
ん
に
市
長
よ
り
感
謝
状
力
贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
次
号
の
1
0
月
2
5
日
号
で
、
大
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
特
集
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
翔
撫
籔

履宏ひ¢5．
十日町高校、津南高校英語指導助手。
アメリカバージニア州シャーロッツビル出身。

　今年はとても楽しい夏でした。バージニアの家に3週間

帰国していたのです。家族や友達に会ったり、おいしい物

をいっぱい食べたり、海に行ったり、旅行に行ったりしま

した。一年間の日本での生活のため、アメリカの生活に慣

れるのに数日かかりました。時差ボケなんて、言葉の問題

に比べたら何でもありませんでした。アメリカに着いて数

日は、英語ではなく日本語で考えている自分に気が付きま

した。ただ話すだけなのに、日本語で考えたことを英語に

訳さなければならなかったのです。日本にいる時は日本語

が思い浮かばなかったことを思い出すと、これはほんとう

に奇妙な経験でした。数日後には普通に戻りましたけどね。

ああ、良かった！

　　　　　　　　　　　　　i、難　　タオ・ウイン

　　　　l　had　a　rea”y　good　time　this　summer．I　went　home　to

Virginia　for　about3weeks」saw　my　famiIy　and　friends，

ate　a　bt　of　good　food，went　to　the　beach　and　traveled．

My　first　few　days　home　were　spent　readjusting　to　life　in

America　after　a　year　of　Iiving　in　Japan．The　jetlag　was

nothing　compared　to　the　bnguage　problem　l　had．l　found

myself　thinking　in　Japanese　rather　than　in　Eng闘sh　during

my　first　few　days　in　America．l　had　to　translate　Japanese

words　into　English　just　to　speak！lt　was　a　very　strange

experiencec・nsideringlcan’tevenreca”」apanese
words　while　in　Japan．After　a　few　days　l　was　abIe　to

communicate　norma”y　again．Thank　goodnessl
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撚
騰
灘
灘
灘

講
鍔1『

一

嚢

平成10年度の完成を
目指して鍬入れ

　
9
月
定
例
議
会
（
9
月
1
8
日
）
で
本
体
工
事
の
契
約

が
承
認
さ
れ
た
情
報
館
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
9

月
2
9
日
㈲
、
総
合
体
育
館
北
側
の
建
設
現
場
に
本
田
市

長
、
圏
域
町
村
長
、
工
事
関
係
者
ら
約
5
0
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
費
は
約
1
6
億
円
（
本
体
工
事

約
1
0
億
6
百
万
円
、
電
気
設
備
工
事
約
2
億
円
、
給
排

水
・
空
調
設
備
工
事
約
3
億
9
千
万
円
ほ
か
）
で
、
平

成
1
0
年
度
（
n
年
3
月
）
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
省
の
街
並
み
・
ま
ち
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
と
、
県
の
補
助
事
業
が
使
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
情
報
館
は
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
て
広

域
的
な
人
の
交
流
、
情
報
分
受
発
信
な
ど
の
機
能
も
付

け
加
え
た
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

ご
　
　
　
　
来
年
8
月
－
日
か
ら
新
潟
市
と
新
津
市
を
会
場
に
開

力
催
さ
れ
る
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア
「
に

ズ
い
が
た
緑
の
も
の
が
た
り
9
8
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
9

ル
間
月
3
0
日
閃
本
田
市
長
を
麦
敬
訪
問
し
ま
し
た
・
こ
の

イ
訪嬬

講
鞭
灘
臨
溝
心
購

グ
市
か
ら
フ
ェ
ァ
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
3
人
の
グ
リ

　
　
　
　
ー
ン
ス
マ
イ
ル
ズ
か
ら
本
田
市
長
に
、
に
い
な
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
の
ヌ
イ
グ
ル
ミ
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
ま

　
　
　
　
た
、
フ
ェ
ア
の
前
売
券
は
J
R
東
日
本
の
駅
・
び
ゅ
う

　
　
　
　
プ
ラ
ザ
、
旅
行
代
理
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
健
健
費

●

骨
を
丈
夫
に

　
　
　
　
元
気
な
老
後
を

　
最
近
、
高
齢
者
の
骨
折
が
増
え
て

　
　
　
　
　
ふ
と
も
も

い
ま
す
。
特
に
太
腿
や
腰
の
骨
折
は
、

体
全
体
の
動
き
を
制
限
し
、
寝
た
き

り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
の
骨
折
の
場
合
、
骨
粗
し
ょ
う
症

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
か
ら
繊
維

や
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
）

が
抜
け
て
、
骨
が
細
く
、
中
の
空
洞

が
広
く
な
り
、
骨
が
折
れ
や
す
く
な

る
病
気
で
す
。
6
5
歳
以
上
の
人
の
約

3
分
の
ー
が
こ
の
病
気
に
な
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性

は
閉
経
後
、
急
速
に
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
減
少
す
る
た
め
、
男
性
に
比
べ
て

約
1
5
年
早
く
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
健
康
で
長

生
き
を
す
る
た
め
に
は
、
骨
折
し
な

い
強
い
骨
を
作
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
を
十
分
に
摂
取
し
、
適
度
な
運
動

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
骨
粗
し

よ
う
症
は
急
激
に
起
こ
る
病
気
で
は

な
い
の
で
、
日
ご
ろ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
こ
と
が
予
防
の
第
一

歩
に
な
り
ま
す
。

　
図
は
骨
量
と
加
齢
の
関
係
を
示
し

た
も
の
で
す
。
2
0
～
3
0
歳
代
に
骨
量

は
最
大
と
な
り
、
4
0
歳
こ
ろ
か
ら
徐
々

に
減
少
し
て
き
ま
す
が
、
こ
の
最
大

値
を
上
げ
て
お
け
ば
、
自
然
に
減
少

し
て
も
危
険
領
域
ま
で
落
ち
込
ま
ず

に
す
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
『
骨
の
貯
金
』

を
増
や
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
と
る
た
め

に
は
牛
乳
、
乳
製
品
な
ど
を
1
日
3

食
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
る
こ
と
と
、
日

光
浴
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
せ

っ
か
く
貯
金
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
維

持
す
る
た
め
に
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
適
度
な
運
動
（
毎
日
続
け
ら
れ

る
も
の
）
も
必
要
で
す
。

　
若
い
こ
ろ
か
ら
の
心
が
け
で
、
元

気
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

〈加齢による骨量の変化〉

量骨大最

　　ノ
　ノ
　，
　，

，
，

　　　　o■D　■嚇　　　’　　　　　　　、
　　’　　　　　　　　　、

　　　　　　　、　ノ

■難駄、　男性
篤
～
　
～
　
　

、
脳
　
　
　
撫 隆

骨量

　年齢

10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80

歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳

　
骨
折
を
お
こ
し

　
や
す
い
範
囲

生
｝
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か
け
ま
せ
ん
か

イ
ン
ド
・
ケ
ー
ラ
ラ

　
　
　
　
　
伝
統
芸
能
公
演

霧
日
時
H
1
0
月
2
2
日
㈱
午
後
6
時
3
0
分
～

霧
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー
ル
霧
入
場
料
”

（
前
売
）
大
人
”
2
千
円
、
中
・
高
・
大

学
生
“
千
円
、
小
学
生
以
下
無
料
（
当
日

券
は
5
百
円
増
し
）
霧
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H

各
公
民
館
（
六
箇
地
区
公
民
館
除
く
）
、
丸

久
紙
店
、
田
倉
、
イ
ト
ー
楽
器
、
十
日
町

タ
イ
ム
ス
社
霧
問
合
せ
”
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美

術
館
（
智
52
1
2
3
9
6
）
ま
た
は
滝
沢

紀
春
（
費
52

－
3
7
0
8
）
へ
。

第
1
9
回
な
つ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー

霧
日
時
“
1
0
月
2
6
日
㈲
午
後
2
時
と
6
時

30
分
の
2
回
公
演
霧
場
所
“
市
民
体
育
館

霧
前
売
券
”
千
円
雛
問
合
せ
H
共
同
募
金

会
十
日
町
市
支
会
（
市
役
所
内
社
会
福
祉

協
議
会
）
へ
。

十
日
町
・
中
魚
錦
鯉
品
評
会

霧
目
時
H
1
0
月
1
8
日
ω
正
午
よ
り
一
般
公

開
霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
霧
入
場
H
無
料
霧

犬を飼わ鵜羅“る皆態んへ

　　　　　　　　　　　　が　叢近．華霞購保健漸管内懸犬騰駿蒙れ

る嶽葱の事故鱒多発し懇麟諜饗。犬を飼

ね瀧鷲騨る露ぽ数の羅灘ζ灘慧じ誕くだ

さ鱒。象瀧、放獲飼撚は絶対も巌協懸く

濾さ嶺．雛鮭墜留霧①表のは繍留場斯ほ

飼輪盤の目鑓届き、道躇濠躍は遍踏の遍

行戴や業訪巻磁麓害瀞及ぽ雛鐵縁う塗場

灘雛騰②羅一麟、鎖、首輪爵灘顯減っ

縫燈醜壊燕羅璽蟻羅鱒懸鱒瀞毎霞点検塗

る。霧数歩翠①炎を制御欝き灘火溺散歩

さ懸る。引き綱ぽ纏薬持ち、犬の自由に

さ選嚢嬬②嘆麹癖のおる灘の散歩は、

麟輪数馨を装着婁る。霧管理竃①犬の犬

き愚．僅質篠旛穰驚適婁懸広さの犬小屋、

寝辮屋葱設嫉為。②炎撚灘．寝都屋億溝

掃鱒容易糠籍盤駒鞍構麹雛騰。③犬の

騰き欝．飛敵載葛炎の竈、悪築等羅入臓

迷惑鞍籏藏鐵｝。④戴型炎の飼蒋巻は、

濫慧懇濁嶽鯵載標識懇掲添難．施設滋ぽ
　　　　　こうむよう
施鍵を載る。雛駿傷事故事敵ぽ難法叢

の損讐賠綾の調i象逡嶽璽、健i康保険ぽ適

翔餐騰諜嚢ん。補償鑓獄騨捷損警保険磁

撫戴移、疑一篠備謎懇護鍵愚鱒。

養付ありが鎧う
　　　9月25臼屑微鵠発ま驚（敬称曙）

園地域福祉事業《難高橋豊作《欝田購

獅5，雛⑧㈱緯幽峰雄《濾礎瞼傭縮戴
歎ロープ〉誰瞬購懐講灘國媛会磁翻，認◎

醗
園被会福祉業業鶴湿盤繭芸能協会《鍵，

＄鍵周）嚢鑑銀犠謙蘭聯叢旛砺，⑧◎⑧鶏）

園羽欄1擁魏癖欝条嚢鰺，＄⑧◎鋤徽蕪嚢

《3，＄⑧◎㈱盤漂灘爽銘謙灘磁，嬢0の露〉

醸国際業流．文難擁ぷ一繋墓釜《霧塞越

国際¢・C輩田聴灘一ス醗噸駐磁展鍵
舞ヌ叢嚢鎌灘毅灘霧擁建葱獅，⑧⑧⑧周〉

鯛交通遺毘等援勤墓金曙蕊墨晦俄鷺隼会
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問
合
せ
H
J
A
十
日
町
市
（
智
5
7
1
1
5

7
3
）
※
当
日
は
会
場
で
即
売
会
も
行
い

ま
す
。

10

月
「
子
供
映
写
会
」

霧
日
時
H
1
0
月
2
5
日
㈲
午
前
1
0
時
～
雛
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
2
階
）
霧
内

容
“
双
子
の
星
、
草
原
の
少
女
ロ
ー
ラ
（
ア

ニ
メ
）
雛
入
場
料
H
無
料
雛
間
合
せ
H
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
智
5
7
－
8
9
1
8
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

霧
日
時
H
1
0
月
1
8
日
ω
午
後
3
時
～
4
時

霧
場
所
“
公
民
館
本
館
霧
入
場
料
“
無
料

霧
内
容
H
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
ほ
か
霧
間
合
せ
1
1
公
民
館
本
館
図

書
室
（
智
57

－
5
0
1
1
）
へ
。

◆
平
成
9
年
9
月
1
日
か
ら
の
医
療
制
度

改
正
で
一
部
負
担
金
の
減
額
・
免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
　
笏
対
象
目
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
入
院
時
一
部
負
担
金
減

額
・
薬
剤
一
部
負
担
金
免
除
認
定
証
を
受

け
た
人
）
笏
減
額
及
び
免
除
の
内
容
H
①

外
来
で
の
薬
剤
一
部
負
担
金
が
免
除
②
入

院
時
の
1
日
当
た
り
負
担
金
が
千
円
か
ら

5
百
円
に
減
額
笏
認
定
手
続
目
老
齢
福
祉

年
金
の
証
書
と
印
鑑
を
持
参
し
、
市
民
生

活
課
国
保
係
へ
申
請
笏
間
合
せ
口
市
民
生

活
課
国
保
係
へ
。

◆
老
人
医
療
受
給
者
証
の
更
新
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
お
早
め
に
　
　
7
0
歳
以
上
の

人
が
お
持
ち
の
老
人
医
療
受
給
者
証
（
法

令
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

は
6
5
歳
以
上
）
は
1
0
月
か
ら
新
し
い
も
の

に
変
わ
り
ま
し
た
。
9
月
中
に
更
新
手
続

き
を
し
な
か
っ
た
人
は
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

笏
手
続
き
1
1
老
人
医
療
受
給
者
証
（
有
効

期
限
の
切
れ
た
も
の
）
、
保
険
証
、
印
鑑
を

持
参
し
、
市
民
生
活
課
国
保
係
の
窓
口
で
。

笏
間
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

◆
羽
根
川
荘
の
休
館
　
　
六
箇
地
区
文
化

祭
の
た
め
、
1
0
月
2
6
日
㈲
は
終
日
休
館
に

な
り
ま
す
。
傷
問
合
せ
ロ
羽
根
川
荘
（
智

52
1
5
4
3
4
）
へ
。

◆
熊
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
　
き
の
こ
採
り

な
ど
で
山
に
入
る
機
会
の
増
え
る
秋
は
、

熊
が
活
発
に
活
動
す
る
時
期
で
す
。
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
入
山
の
際
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
熊
に
会
わ
な
い
た
め
に
は
〉

　
突
然
熊
に
出
会
っ
た
り
す
る
と
き
が
熊

の
被
害
を
受
け
や
す
い
と
き
で
す
。
山
に

入
る
際
に
、
音
の
出
る
も
の
（
く
ま
鈴
、

ラ
ジ
オ
な
ど
）
を
身
に
付
け
、
人
が
い
る

こ
と
を
遠
く
か
ら
熊
に
分
か
ら
せ
る
こ
と

が
熊
の
被
害
に
遭
わ
な
い
最
も
有
効
な
対

策
で
す
。

〈
熊
に
出
会
っ
た
ら
〉

　
大
声
を
出
し
た
り
し
て
、
熊
を
む
や
み

に
刺
激
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

笏
問
合
せ
“
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。

◆
ク
ロ
ス
ー
0
が
冬
期
間
の
駐
車
受
け
付
け

笏
期
間
“
平
成
9
年
1
2
月
1
1
日
㈲
～
1
0
年

3
月
1
0
日
㈹
（
た
だ
し
、
降
雪
等
の
状
況

で
3
月
2
0
日
こ
ろ
ま
で
延
長
可
。
ま
た
、

雪
ま
つ
り
期
問
の
平
成
1
0
年
2
月
2
0
日

～
2
2
日
は
駐
車
不
可
）
笏
料
金
H
3
1
、
9

0
0
円
（
前
納
で
、
税
・
印
紙
代
金
含
む
）

穆
受
付
台
数
”
6
0
台
（
先
着
順
）
傷
受
付

日
“
n
月
1
日
㈹
午
前
8
時
～
膨
申
込
み

H
ク
ロ
ス
ー
0
（
智
5
7
－
2
3
2
3
）
へ
。

◆
ご
み
の
減
量
化
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
し
ま
し
ょ
う
！
～
マ
イ
・
バ
ッ
ク
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
～
買
い
物
に
出
か

け
る
と
き
は
、
買
物
袋
を
持
参
し
ま
し
ょ

う
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

ず
、
持
参
し
た
袋
を
使
う
こ
と
で
資
源
の

節
約
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
た
め

に
、
商
品
の
包
装
を
断
わ
る
な
ど
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
中
小
企
業
主
の
た
め
の
雇
用
保
険
無
料

相
談
室
　
雛
日
時
H
1
1
月
1
9
日
㈱
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
3
0
分
笏
場
所
H
長
岡
商
工

会
議
所
籔
間
合
せ
“
新
潟
県
社
会
保
険
労

務
士
会
（
費
幡
－
盟
ー
5
6
1
8
）
へ
。

◆
新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
　
こ
の
最
低
賃
金
は
業
種
、
業
務
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
臨
時
雇
を
問
わ
ず
適
用

74



さ
れ
ま
す
。
の
実
施
日
”
1
0
月
1
日
笏
賃

金
”
1
日
一
4
、
9
1
5
円
、
1
時
問
“
6

1
6
円
笏
問
合
せ
”
十
日
町
労
働
基
準
監

督
署
（
智
5
2
i
2
0
7
9
）
へ
。

◆
加
入
く
だ
さ
い
バ
イ
ク
の
自
賠
責
（
共

済
）
　
2
5
0
C
C
以
下
の
バ
イ
ク
に
は

車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠

責
保
険
（
共
済
）
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘

れ
が
ち
で
す
。
ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠

責
保
険
（
共
済
）
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
て
、
無
保
険
（
無
共
済
）
で
走
る

と
6
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
5
万
円

以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6
点
と

な
り
、
免
許
停
止
処
分
に
な
り
ま
す
。
も

し
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
最
寄
り

の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ
イ
ク
・

自
転
車
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ほ

か
）
、
農
協
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
お
わ
び
と
訂
正
〉

　
駐
月
舗
圏
欝
掲
載
の
風
し
ん
の
謙
防

接
種
の
塞
嚢
中
、
纏
受
は
嚇
轟
な
雛
子

の
②
翠
薙
以
内
臨
は
翠
が
月
以
陶
繊

の
誤
壌
饗
麟
凝
。
癒
お
、
受
慰
期
間
は

鱒
月
欝
国
㈱
蒙
饗
延
長
し
譲
す
。

加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
ぶ
な

大
池
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

雛
日
時
H
1
0
月
2
6
日
㈲
午
前
6
時
3
0
分
競

技
開
始
（
6
時
受
付
開
始
・
雨
天
決
行
）

霧
場
所
H
大
池
霧
参
加
費
H
千
8
百
円

（
た
だ
し
、
年
問
遊
漁
券
未
保
持
者
は
2

千
5
百
円
・
と
も
に
食
事
付
き
）
雛
定
員

H
4
0
人
（
先
着
順
）
霧
申
込
み
ロ
キ
ジ
マ

釣
具
店
（
暦
52

－
2
4
7
8
）
へ
。

当
間
山
自
然
観
察
会

籔
日
時
目
1
0
月
1
8
日
㈹
午
前
9
時
～
午
後

2
時
霧
集
合
“
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
天
文
台
前
（
午
前
9
時
）
霧
参

加
費
H
無
料
籔
持
ち
物
H
昼
食
、
敷
物
、

雨
具
、
メ
モ
帳
な
ど
霧
申
込
み
H
リ
ゾ
ー

ト
推
進
室
ま
た
は
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー

ラ
ム
セ
ン
タ
ー
（
智
5
8
－
2
3
6
0
）
へ
。

経
営
能
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
圃
3

霧
日
時
H
1
0
月
2
3
日
㈱
午
後
6
時
～
8
時

霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
雛
入
場
料
H
無
料

（
た
だ
し
、
電
話
で
要
予
約
）
霧
講
師
H
・
野

口
誠
一
氏
（
㈱
ノ
グ
チ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
社
長
、

八
起
会
会
長
）
霧
演
題
“
勝
ち
残
る
経
営

～
倒
産
の
修
羅
場
を
体
験
し
て
～
霧
申
込

み
”
ク
ロ
ス
ー
0
（
智
5
7
－
2
3
2
3
）
へ
。

男
性
の
た
め
の
介
護
教
室

霧
日
時
H
1
1
月
1
2
日
㈱
午
後
1
時
～
4
時

雛
場
所
“
公
民
館
本
館
霧
参
加
費
H
無
料

雛
定
員
H
3
0
人
（
先
着
順
）
霧
申
込
み
H

日
赤
十
日
町
市
地
区
（
市
役
所
内
社
会
福

＾＼

祉
協
議
会
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

八
ロ
ー
陥
陥
ス
ク
ー
ル

霧
日
時
”
1
1
月
5
日
㈱
・
1
5
日
㈹
午
後
－

時
3
0
分
～
雛
場
所
H
保
健
セ
ン
タ
ー
雛
対

象
H
平
成
9
年
7
月
1
日
～
1
0
月
2
4
日
の

間
に
妊
娠
屈
を
し
た
人
籔
参
加
費
H
無
料

霧
内
容
H
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
、
栄
養
指
導
ほ
か
纏
問
合
せ
”
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
係
へ
。
※
対
象
者
に
は
個

人
通
知
を
し
ま
す
が
、
1
0
月
2
4
日
ま
で
に

届
か
な
か
っ
た
人
は
お
問
合
せ
く
だ
い
。

4
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
師
養
成
課
程
講
習
会

霧
日
時
H
1
0
月
2
6
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

5
時
、
n
月
2
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
4

時
4
0
分
、
3
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
3
時

30
分
、
6
日
㈲
午
後
7
時
～
8
時
2
0
分
霧

場
所
H
ア
ア
カ
ン
ベ
イ
（
上
新
田
4
）
霧

定
員
H
3
0
人
（
先
着
順
）
霧
受
講
料
目
2

2
、
4
0
0
円
霧
申
込
み
H
1
0
月
1
9
日
㈲

ま
で
に
桑
原
靖
（
暦
5
6
1
2
7
2
0
）
へ
。

え
ぶ
ろ
ん
ク
ツ
キ
ン
グ
教
室

雛
日
時
“
1
0
月
2
1
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
雛
場
所
”
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
獲
内
容
H
手
作
り
ピ
ザ
で
楽

し
く
パ
ー
テ
ィ
ー
霧
定
員
H
1
8
人
（
先
着

順
）
獲
参
加
費
”
5
百
円
纏
申
込
み
”
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
費
52
－
3
1

0
7
）
へ
。
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11月16日◎は
市長・市議会議員

　　補欠選挙の投票日
　任期満了（12月14日）に伴う十日町市

長選挙は、11月9日（日）に告示され、16日

（日）に投票が行われます。また、1名欠員

となった市議会議員の補欠選挙も同時に

執行されます。投票についての詳細は10

月25日号でお知らせします。

㊧　通常、市議会議員の補欠選挙が行わ

れるのは、欠員が議員定数の6分の1を

超えた場合ですが、同一市町村の他の選

挙が行われ残任期問が6か月以上ある場

合には1名の欠員でも便乗して行わなけ

ればなりません。

●立候補予定者説明会

　市長選挙及び市議会議員補欠選挙立候

補予定者の説明会を開催します。立候補

するにあたっての必要な手続きなどにつ

いて説明し、ますので、立候補予定者また

は代理人など、関係者はご出席ください。

日時二10月22日（掬午後1時30分～

場所＝市役所3階（全員協議会室）

問合せ＝選挙管理委員会へ。

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
学
校
体
育
施
設
開
放
（
後
期
分
）
〉

　
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育
館
を
、
学
校

教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放
し
ま
す
。

籔
利
用
で
き
る
団
体
H
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
で
、
1
0
人
以
上
で
構
成
す

る
責
任
者
が
明
確
な
団
体
（
登
録
制
）
笏

期
問
”
1
2
月
～
翌
年
3
月
笏
申
込
み
H
n

月
1
日
d
ゆ
ま
で
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
を

記
入
の
う
え
総
合
体
育
館
（
智
5
2
i
4
3

7
7
）
へ
。

品　　　　名 規　格 希望価格

ベビーベ　ツ　ド 相談で

ベビーベ　ツ　ド 5千円
ベ　ビ　ー　バ　ス 相談で

二槽式洗濯機 日　立 ／ノ

ポラロイドカメラ 日本ポラロイド
新品同様おしゃべり付き 5千円

長　テ　ー　ブ　ル 7台　脚長 相談で．

〃 2台　脚短 ／ノ

折りたたみ椅子 25台 ／ノ

セミダブルベッド 〃

ガスス　トーブ 2台　大 ／ノ

オートバイ（車体1青） ホンダ125ccトライ
アル車1，700km走行 12万円

石　　取　　り　機 白米・玄米用 1万円
エレク　トーン 2年前に購入 相談で

衣　類　乾　燥　機 サンヨー台付き
H5購入数回使用 3万5千円

ヨ　　ド　物　　置 1，800×900cm 相談で

スクーター（小豆色〉 ホンダ50cc
7，500km走行

〃

テレビ（ソニー28型｝ビデオー式
5万円

視力回復教材 1万5千円

トレーラー（緑色） 耕運機用 相談で

　　　　　　　灘　　　　　　難　　　　　　縷　　　　　羅　　　　難　　　懇　　雛　縫騰

一　　　輪 車 24インチ学童用 相談で

小　型　耕　運 機 5万円
麻　　　の 実 少　々 相談で

ビデオデッキ（2台） メーカーヴイズ問わず 3～5千円

テ　レ　ビ　デ オ メーカーサイズ問わず 3～5千円

子供用自転車 14か16インチ 相談で

プ5平成9年9月10日号



義
馨
憲

総
懸
醗

十
日
町
市
史
を
読
む

縄
文
戴
．
醗
難
縷
騰

灘
灘
灘
．

　
旧
石
器
時
代
に
は
、
獲
物
を
追
っ

て
頻
繁
に
移
動
す
る
生
活
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
縄
文
時
代
に

な
る
と
一
定
の
場
所
に
定
住
し
、
集

落
（
ム
ラ
）
を
営
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
縄
文
人
の
住
居
は
、
円
形
の
竪
穴

式
の
住
居
が
一
．
般
的
だ
っ
た
よ
う
で

す
。　

直
径
が
五
～
八
層
、
深
さ
三
〇
～

五
〇
弛
ン
ほ
ど
の
穴
を
、
六
本
前
後
掘

っ
て
柱
を
建
て
て
屋
根
を
組
み
、
カ

ヤ
・
草
な
ど
で
屋
根
を
ふ
い
て
い
ま

’

笹山遺跡の住居跡

⑦

欝
藝
雛

し
た
。

　
ま
た
、
穴
を
掘
ら
な
い
平
地
式
の

住
居
や
、
掘
立
柱
の
高
床
式
の
建
物

も
あ
り
ま
し
た
。

　
広
さ
は
、
四
畳
半
か
ら
一
〇
畳
く

ら
い
の
も
の
が
多
く
、
一
軒
に
四
～
七

人
が
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
住
居
の
中
央
に
は
炉
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
床
を
掘
り
窪
め
た

　
　
　
じ
じ
ょ
う
ろ

だ
け
の
地
庄
炉
、
石
で
囲
ん
だ
も
の
、

写
真
の
よ
う
に
二
つ
に
区
分
け
し
た

ふ
く
し
き
ろ

複
式
炉
で
、
中
に
土
器
を
埋
め
込
ん

だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
床
に
は
草
な
ど
の
ほ
か
に
、
植
物

を
編
ん
だ
敷
物
を
敷
い
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
中
条
の
笹
山
遺
跡
で
は
、
一
一
二

棟
も
の
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
同
時
期
に
一
一
二
軒

の
家
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
じ
時
期
の
住
居
は
、
建
物
跡
の

重
な
り
や
、
出
土
し
た
遺
物
な
ど
を

分
析
す
る
と
、
一
〇
軒
前
後
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
大
き
な
集
落
に
は
、
数
軒
分
の
広

さ
が
あ
る
、
長
辺
が
二
〇
癖
近
く
も

あ
る
大
型
の
建
物
が
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
集
会
所
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
た
の
で
し
よ
う
。

　
　
　
　
（
通
史
編
1
　
縄
文
時
代
）
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チシマザサ（ネマガリダケ）
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　き繕舜q遜｝濃
罐
墾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3林を見渡すと、林床にササ類をよく目にします。日本のブナ林はササ類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●が生えているのが一つの特徴だそうです。日本海側のブナ林ではチシマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ザサが生育し、チシマザサ・ブナ群集と名付けられています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　チシマザサは、桿（イネ科植物の茎）の高さが1．5～3m、直径が1～2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：cmに達し、葉身は厚い皮質、批針状楕円形で、長さ18～22cm、幅3～5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3cmです。葉の上面は緑色で下面は灰白色です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　そんな葉をよく見ると、写真のように白っぽい点々が横に並んでいる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　（写真）のをしばしば目にします。これは、葉が若く丸まっているとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3に、昆虫類に咬まれた痕だといわれています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十目町市民の動き

（9目末日現在）

44，908人（前目比±0）

22，069人（〃　＋5）

22，839人（〃　一5）

（前目比十8）12，902

ロ
男
女
　
数

　
　
　
　
　
　
帯

人
　
　
　
　
世

■
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ホ
ッ
ト
ひ
と
息
ー
ー
，
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編
・
集
・
室

　
「
あ
な
た
は
ど
ん
な
も
の
に
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
感
じ
ま
す
か
？
」
。
な
に
げ
な
し
に

見
た
テ
レ
ビ
か
ら
こ
ぽ
れ
て
き
た
言
葉
で
す
。

そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
1
0
月
は
衣
替
え
で
す
。

町
を
歩
く
学
生
た
ち
の
制
服
が
目
に
付
く
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
衣
替
え
の
良
さ
は

心
機
一
転
、
何
か
気
持
ち
が
変
わ
る
、
身
が

引
き
締
ま
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
、
な
ん
て

い
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
短
い
よ
う

で
長
い
一
年
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
過
ご
さ
な
い
た

め
に
は
衣
替
え
な
ど
の
節
目
を
上
手
に
使
う

こ
と
も
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
秋
の
七
草
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
。
こ
れ

も
テ
レ
ビ
か
ら
こ
ぽ
れ
て
き
た
言
葉
で
す
。

私
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

萩
、
尾
花
、
葛
、
撫
子
（
な
で
し
こ
）
、
女
郎

花
（
お
み
な
え
し
）
、
藤
袴
、
桔
梗
な
ん
だ
そ

う
で
す
．
い
く
つ
知
っ
て
い
ま
し
た
か
．
で

も
、
秋
を
代
表
す
る
「
菊
」
が
な
ぜ
入
っ
て

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
不
思
議

な
気
が
し
ま
す
。
こ
ん
な
言
葉
と
一
緒
に
、

ど
ん
ど
ん
秋
が
深
ま
り
ま
す
。
季
節
の
変
わ

り
目
、
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
健
康
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
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